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本人のニーズ

	例：グループホームで生活したい。


	①　施設での生活になじんでいるが、「外で生活してみたい。」という気持ちも示している。

②　家族は「可能ならばグループホームを利用させたい」と希望している。
	自分の生活の場を広げたいという気持ちがあり、家族もできる限り支援したいとの姿勢である。

	
	
	例）人とのかかわりを求め、施設の外で生活したいという気持ちをもっている。

例）自分が好きなことを自由にやってみたいという気持ちが芽生えてきている。


	例）グループホームを利用して、地域で楽しく暮らしていきたい。

	例：今より自由な生活をしてみたい。


	①　グループホームを利用し、

　食べ歩きや野菜づくりなど好きなことがしたいという想いが強くなっている。
	自由な時間に自分の好きなことを今以上にしていきたい。
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※「専門的アセスメントの結果、どのような助言が得られたか」について記載する。





※専門職（医師等）にアセスメントを依頼した場合、「依頼先」や「どのような内容を依頼したか」について記載する。








